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今号の本シンクタンク通信ではまず、2012 年の総統選挙で討論されている両岸関係を

分析し、各党候補者の両岸問題に対する対処と反応を検証した。続いて、経済情勢の面か

らも同様の検証を加えている。このほか、今号では、本シンクタンク世論調査研究センタ

ーが行った調査の全体的な結果分析を掲載するとともに、馬政府による執政 4 年間におけ

る台湾の人権状況に対して批評を加えている。台湾の人権状況のほか、今期の立法委員に

対する通信簿とその成果を総評した。
まず、本シンクタンクの劉世忠研究員は「総統選挙公開討論における両岸の要素」に

おいて、総統選挙の主要テーマが国内の生活、経済、社会福祉などに多く集約されてい

るが、過去 4 回行われた総統選挙では、両岸関係に対する主張がカギを握って来たと分

析。特に重要なのが、中国が両岸関係の基礎と位置付ける「92 合意」であり、やはり中

国は馬英九氏の当選を望んでいると指摘した。こうした国共両党が手を組む状況化で、
民進党の蔡英文候補は両岸関係について「安定」政策を取らざるを得ない。中国は馬英

九氏の再選を望んでいるとはいえ、依然として学界とグリーン陣営の対話を黙認してお

り、仮に民進党が選挙に勝った場合には、それが「新しい政治対話の基礎」に替わる可

能性があると指摘した。
本シンクタンクの陳錦稷研究員は、「総統候補者の経済課題」と「総統選挙の世論調査

について」を発表した。前文では、来年の台湾経済情勢を展望し、台湾が来年も 4% の経

済成長率目標を達成できるか否かは楽観的に予想できないと言及。将来の総統は、行政院

が行っている日常的かつ目新しさのない財政事務を放棄し、より景気対策に有用な政策を

提出すべきと結んでいる。
また、「総統選挙の世論調査について」では、蔡英文候補と馬英九候補の間の差は明ら

かではないものの、接戦なのは間違いないと断言。現在、蔡蘇コンビは 2.1% の差で馬呉

コンビをリードしているが、あくまでも誤差の範囲内のリードとした。このほか、当選の

期待度という点では、馬呉コンビが 12.7% もの差で蔡蘇コンビをリードしているとした

（馬呉コンビ 43.1%、蔡蘇コンビ 30.4%）。このため、支持率と期待度の差から見えるのは、
支持者の蔡蘇コンビに対する信頼がまだ欠如していることを示している。また、論文の最

後で、現在の台湾選挙における不公平な現象は改善されるべきと苦言を呈している。
公民監督国会聯盟の顧忠華 ・常務理事による「第七期における立法委員総評」では、

第 7 期の立法委員選挙から「単一選挙区 2 票制」が実施され、任期も 4 年に延長された

ため、以前の立法委員と比べれば、政治的な成績は向上するはずにもかかわらず、過去

と比べてもその評価が下がったことを指摘。さらには、立法院の閉会直前に、争議を残

す法案を強行的に可決させたことを非難した。国会には予算心理や法案の可決権を有す

るため、「委員会中心主義」を確立すると同時に、民間の監督能力を高め、国会の透明

化や情報の明確化を積極的に進めることで、健全な憲政および民主を作りだしていく努

力をすべきだと説いた。
最後に、今号では 5 項目の本シンクタンクの政策展望主張を紹介している。内容は「地

方自治」、「選挙制度改革」、「革新政策」、「中小企業」、「教育改革」である。具体

的な詳細内容は、『台湾の国家展望、我々の主張』シリーズをご覧いただきたい。

編者より
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総統選挙公開討論における両岸の要素

民主主義国家の総統選挙における総統

選挙公開討論会は、候補者のイメー

ジ、政策、有権者とのコミュニケーション

能力を測る重要な場である。1960 年の米大

統領選挙討論会では、若く勢いのあるケネ

ディーと中年で厳粛なニクソンが歴史に残

るディベートを展開した。2012 年の台湾総

統選挙にかかる公開討論会は、これまでに

二度実施され、３名の主要候補者、即ち与

党国民党の馬英九、これに挑戦する野党民

主進歩党の蔡英文、及び親民党の宋楚瑜が

討論会に臨み、詰問し合ったほか、それぞ

れメディアや市民団体代表からの質問に答

えた。
一般的に言えば、総統選挙の主要な争点

は国内の民生 ・経済 ・社会福祉に関わるも

のが多いが、過去４回の総統選挙では台湾

独特の国家の位置づけ、中国との政治経済

関係が常に主要な議題となった。歴代の台

湾総統選挙に対する中国の影響は、当初の

「言論を以って攻撃し、武力で威嚇する」
から、台湾の一部の分裂した政党を連携さ

せて国内で団結させたり、ひいてはアメリ

カを介して民進党に圧力をかけるなどの手

段をとるようになり、支持する候補者の当

選を確保しようとしている。特に、馬英九

政権となったここ３年半において、国民党

と中国共産党の二党は 1992 年に達成した

いわゆる「92 年合意」と「一つの中国の解

釈は各自が表明する」という暗黙の了解の

下、両岸経済協力枠組協定 (ECFA) を含む

16 項目の協定を締結した。
実際、中国が「92 年合意」や「一つの中

国の解釈は各自が表明する」における「一

つの中国」を中華人民共和国と定義して、

国際社会においても広くアピールし、譲歩

をしないにもかかわらず、馬政府は「一つ

の中国」は中華民国を代表するとのスロー

ガンを頼みの綱としている。しかしながら、
「92 年合意」を受け入れない、承認しない

とする蔡英文と比較すれば、中国はやはり

依然として馬英九の再選を望んでいる。
内政が芳しくなく、その政権運営能力に

対し多くの有権者から疑問を抱かれている

馬英九は、第一回公開討論会において対抗

馬である蔡英文に対し、蔡英文と過去の民

進党陳水扁政権の汚職との関係、及び蔡英

文が「92 年合意」を受け入れない場合、両

岸関係が後退する可能性という二つのウイ

ークポイントを集中攻撃した。中国の指導

者と馬政府は口をそろえており、まず、王

毅 ・国務院台湾弁公室主任は「四つの不容

認」--「両岸関係の後退を容認しない、台

湾海峡が平和的発展で得てきたものを失う

ことを容認しない、両岸同胞の福祉が破壊

されることを容認しない」を示し、続いて、
ハワイで馬英九の特使である連戦と会談し

た胡錦濤・中国国家主席は、台湾は「92 年

合意」を認めなければならないと重ねて表

明した。最近、賈慶林 ・中国国家政協主席

もまた、両岸両会（海峡交流基金会、海峡

両岸関係協会）が 1992 年に達成した各自

がそれぞれに口頭で「一つの中国の原則」
の堅持を表明するとのコンセンサスが、中

国のボトムラインであると改めて示した。
国民党と共産党が結託してかけてくる圧

力に対し、蔡英文は両岸政策がそのハード

ルであることを理解し、先般、当選後には

新たな「台灣合意」を集約することを表明

した。「92 年合意」は国民党と共産党によ

劉世忠
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る「党と党のコンセンサス」であり、「92
年合意」というこの名称は蘇起 ・国民党大

陸委員会主任委員が作った造語であって、
過去には存在しなかったもので、故に蔡英

文の「台灣合意」は、民主主義的プロセス

や国民討論によって新たな国内のコンセン

サスを集約することを強調している。
蔡英文の「台灣合意」は、馬英九の「92

年合意」より民主主義的プロセスや透明性

を重んじており、また民進党は今年 8 月末

に打ち出した「十年政綱」においても「世

界から中国に向かう」ことを強調し、世界

的・地域的な戦略的協力の必要性を重視し

ていることから、馬政権のように過度に中

国に傾倒する国家戦略思考とは異なるもの

である。しかし、蔡英文が当選後に「台灣

合意」を集約するとしているため、国民党

からは空洞的だと批判され、中国も既に受

け入れられないと表明している。蔡英文は

総統選討論会において馬英九が両岸政策を

攻めてくることを想定し、討論会に先立っ

て前日に記者会見を開き、新しい両岸政策

を提起した。
蔡英文は、当選した場合、総統就任前に

「両岸対話工作グループ」を組織し、直ち

に中国との対話を模索すると表明した。さ

らに、5 月 20 日の就任後に立法院の新議

長及び各政党のリーダーを招集し、超党派

の両岸委員会を組織し、「台灣合意」につ

いて議論するとした。両岸政策に関する蔡

英文の最新の論述は、まず既に約束してい

る通り、仮に民進党が政権に返り咲いても

馬政権下で中国と締結したあらゆる協定を

反故にしないことを保証していることに加

え、両岸関係にかかる選挙戦略においては

明らかに「安定・温厚」を安全保障カード

とし、両岸政策が曖昧だとする外界の声を

説得しようとし、同時に、選挙戦の焦点が

馬政権の政権運営能力の低さにフォーカス

されること期待している。
総統選挙前の両岸関係の政治的雰囲気か

らすれば、中国は依然として蔡英文は「92
年合意」を受け入れるべきで、さもなけれ

ば中国は両岸両会交渉の中断を含む制裁措

置を取る可能性もあるとの姿勢を崩してお

らず、蔡英文に一定の「人の言葉を聴き、
その人の行いを見る」時間を与え、5 月 20
日の就任演説、或いは就任後に大幅に譲歩

するよう迫っている。一般的な評価では、
中国内部も政権交代に直面し、また米国が

蔡英文当選後の中国の非友好的な反応に注

意を払っていることからも、蔡英文が当選

した場合、当選後半年間は両岸関係停滞の

可能性があるが、深刻な危機に至ることは

ないとみており、例えばここ数ヶ月間にお

いては、国務院台湾弁公室の黙認の下、中

国の学界は民進党関係者と積極的に対話を

進めており、民進党勝利後の共産党との対

話の「新たな代替的政治的基礎」を模索し

ようとしている。この試みの成功如何は、
時の蔡英文と中国のやり取り、米国の圧

力、台湾総統選挙後の政治情勢の変化、新

しい立法院の政治動態など様々な変数によ

って決まるだろう。
蔡英文にとっては、たとえ馬政権のこ

こ四年来の芳しくない国内の政治運営を有

権者に訴えて当選し、民進党が政権を勝ち

取ったとしても、次の立法院において民進

党が単独過半数となる可能性は高くないた

め、選挙後の蔡英文政権はその他の政治勢

力との連携を模索しなければ効果的に両岸

政策を推進できない。同時に、過去の民進
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党政権時代、両岸関係において頻発した緊

張に対する懸念や誤解が、国際社会に普遍

に広がっていることに鑑み、蔡英文が当選

した場合、新たな民進党政権は国際社会に

対し両岸政策及び外交政策における効果的

なイメージを作っていかねばならない。
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